
コーポレートガバナンス
　　　　

　当社は、取締役会、監査役会、会計監査人を設置しており、
取締役会は、法令、定款、社内規程に則して重要事項を決定す
るとともに、取締役の職務の執行を監督します。また、業務執
行機関として経営執行会議を設け、経営戦略の策定、経営資
源の配分、組織の整備などを行い、迅速・果断な意思決定を
促すことで経営の実効性を高めています。

内部統制

　職務を適正かつ効率的に遂行するため、「内部統制システム
構築の基本方針」に基づき、社内規程や職務執行に係る手続
き、内部監査部および監査役などによる監査に関する体制につ
いて整備・運用しています。CSR活動の計画、実績に関する審
議および報告は、社長を委員長とするCSR委員会において実
施しています。

内部通報制度

　組織的または個人的な法令違反行為・不正行為・行動基準
（CC10）に反する行為の早期発見と是正のため、社内窓口
（CC10ほっとライン）を設けるとともに、コスモエネルギーグ
ループ共通窓口・社外窓口を利用することも可能です。当社グ
ループの役職員に限らず、取引事業者など当社グループの事業
活動に関与するあらゆる方面からの相談・通報を受け付けて
います。一方で、自らの不正に対する自主的な通報に対して、
懲戒処分を減免することができる仕組みを導入しています。ま
た、2022年6月の法改正に基づき、社内規程を改定し、守秘義
務のある「従事者」を定めるなど通報者の保護の強化を図って
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います。内部通報制度については、社員研修や社内ポータルサ
イト、ポスターなどにより定期的に制度の意義や正しい利用方
法の説明、周知を行っています。
　なお、2024年度の通報件数は3件でした。

CSRの推進体制

　CSR活動全般の推進状況の確認と効果の検証、および重要
事項の審議・承認機関として、社長を委員長とするCSR委員
会を設置しています。CSR委員会のもとには、内部統制の強化

と活動の効率的な推進のため、「安全環境管理」「品質保証」「コ
ンプライアンス」「リスクマネジメント」の4つの専門委員会を
設け、それぞれ基本方針、活動計画のもと、具体的な施策を実
行しています。関連する施策においては、一般社団法人日本化
学工業協会が推進する「RC（レスポンシブル・ケア）」活動の
理念を包含し、レスポンシブル・ケアコードの指針に基づいて、
活動を行っています。
　コスモエネルギーグループの「サステナビリティの基本的な
考え方」に基づき、サステナブル経営の推進に向けた各種活動
も連携して行っています。

サステナビリティ推進体制

※2024年度より、上図の体制で推進しています。
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2. 価値創造への道 3. 実現に向けた取り組み 4. 推進体制と拠点のご紹介1. 在りたい姿に向けて

25 丸善石油化学株式会社
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技術開発センター

研究開発センター

本社

千葉工場

四日市工場

CSR推進体制図

　千葉工場は、京葉工業地域の市原市五井地区に位置する、
石油化学コンビナートの中核工場です。1964年に操業を開始
し、現在、2基のエチレンプラント（3EP、4EP）を稼働、エチレン
やプロピレンなどの基礎化学製品やスチームなどのエネル
ギーをコンビナート内各社に安定供給しています。また、当工
場は、塗料やインクの原料となる化成品、半導体製造に用い
られる機能化学品といった、人々のくらしに欠かすことのでき
ない素材の製造も行っています。

千葉工場では、安全・安定操業の継続を第一の方針として、事故や災害の芽
を摘む努力を積み重ねています。また、廃棄物削減や省エネルギー推進により
環境負荷の低減に取り組むとともに、 お客様との信頼関係が永く続くよう高
品質な製品の安定供給を継続していきます。これからも地域の皆様とともに持
続的に発展していけるよう、 生き生きと輝ける人材づくりと風通しの良い風土
づくりに努めていきます。

執行役員 千葉工場長
鈴木 賢一

千葉工場 2基のエチレンプラントを擁する 
国内屈指の工場 四日市工場 酸化エチレンなどを 

安定供給する工場

　四日市工場は、三重県四日市臨海地区の霞コンビナート内
に位置し、エチレンを原料とした酸化エチレンおよびエチレン
グリコールの製造を主体とする工場として1975年に操業を開
始しました。その後、製造能力の増強を行うとともに、酸化エ
チレン付加体設備を拡充し、主に洗剤用途である界面活性剤、
ポリエステル繊維やペットボトル原料、セメント粉砕助剤など、
各種産業に欠かせない素材を製造しています。

四日市工場では、安全・環境面から地域住民の皆様に安心して生活していた
だける操業を使命とし、従業員一人ひとりが企業倫理、企業行動指針を理解
して生産活動を行っています。また安全・環境などさまざまなリスクを特定し、
未然に対処する活動や、漏洩、災害を想定した対処訓練を定期的に実施して
います。環境面では、排出ガスや産業廃棄物の数量管理を堅実に行い、低減
策を考え、実行することで環境負荷の低減に努めています。

四日市工場長
渡部 栄一郎

研究開発センター 石化事業強化および
新規事業創出に挑戦する組織

　研究開発センターは、2023年度より、千葉工場に隣接する新
しい研究拠点でコーポレート研究開発組織として再始動しまし
た。現在の業務は、①保有原料などを活用し、顧客・市場ニー
ズに対応する「付加価値を創造した新製品開発」、②社会と丸
善石油化学の持続可能な発展を目指した「新規事業・技術開発」
などであり、競争力のある製品開発から未来を見据えた事業・
技術開発まで、社外連携を含めて、幅広く実施しています。

研究開発センターでは、石油化学事業の競争力強化につながる新製品開発に
加え、CO2排出削減・カーボンニュートラル社会実現に向けた石油資源の有
効活用や要素技術の検討を進めています。また、石油化学事業・機能化学品
事業に続く、丸善石油化学の未来を見据えた新規事業創出を目指し、大学な
どとの共同開発により、特徴ある技術を生み出しています。これらの活動を通
じて、研究開発力をベースに、社会と丸善石油化学の持続的発展に向けて挑
戦を続けています。

研究開発センター長
林田 能久

機能性樹脂
技術開発センター

機能性樹脂に特化した開発から製造まで
一貫して担うスペシャリスト集団

　機能性樹脂技術開発センターは、2023年に研究所（現・研
究開発センター）から分離・独立し、機能性樹脂の開発・製造・
品質・技術管理の体制を一層強化しました。機能化学品部と
の連携を密にすることで、レジスト用樹脂製品や新規材料に
おいて、開発から製造までを一貫して管理・運用できる体制
を確立しています。販売部門とも一体となった迅速かつ柔軟
な対応力を活かし、変化の激しい半導体業界において、市場
ニーズに的確に応えています。

機能性樹脂技術開発センターでは、成長を続ける半導体分野におけるレジス
ト樹脂事業の拡大に向け、最先端技術に対応した製品開発を強化しています。
年々高度化する要求品質に応えるため、設備・原料・工程にわたる品質管理
体制を構築し、安定供給と顧客満足の向上に努めています。化学物質管理や
安全・環境への影響評価も継続的に実施し、信頼性の高い製品づくりを推進
しています。今後も技術力と品質力の両面から価値ある製品を提供していき
ます。

機能性樹脂技術開発
センター長

土屋 満智子
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